
● 事前学習実施スケジュール 

 国際医療福祉大学薬学部では、2 年次より臨床科目の講義および医療系実習を実施しており、4 年次後期
までに事前学習に含まれる内容を網羅した教育を行なっている。さらに、4 年次後期の「くすりと情報の実習
Ⅱ」で医療系薬学実習の総復習を行い、かつ5 年次の実務実習直前に「病院・保険薬局実習Ⅰ」で事前学習
の総まとめを行なう。 

●事前学習の概要 

国際医療福祉大学  

学年 講義 実習

コミュニケーション実習

くすりと情報の実習Ⅰ
（医薬品情報関連）

医療系薬学実習Ⅱ
（調剤関連）

医療系薬学実習Ⅲ
（無菌調剤・製剤・TDM）

臨床生化学実習
（バイタルサイン・臨床検査）

臨床薬剤学Ⅱ

臨床薬物動態学Ⅰ

医療薬学Ⅰ

医療薬学Ⅱ

５年次
病院・保険薬局実習Ⅰ
（事前学習総まとめ）

２年次 くすりと情報Ⅰ

３年次 臨床薬剤学Ⅰ

４年次

医療系薬学実習Ⅳ
（服薬指導・疑義照会）

くすりと情報の実習Ⅱ
（医療系薬学実習総復習）

●医療系実務実習プログラム 
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症例提示
ケース

No.1～3

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

禁忌

原則禁忌

投与量（空腹時単回）

T1/2

Tmax

Cmax

AUC

タンパク結合率

バイオアベイラビリティ

尿中排泄率

代謝酵素

併用禁忌薬剤

原則併用禁忌薬剤

併用注意薬剤

発現頻度

重大な副作用

効能・効果
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商品名

製薬会社

一般名

剤型

薬価

用法・用量

臨床効果

溶解性

①情報の収集 ②情報の加工・評価

③情報の提供
患者背景調査シート

【収集】 薬剤比較表【加工・評価】

お薬説明シート【加工】

＜実習全体の流れ＞

医師（教員）に対する
情報提供

● くすりと情報の実習Ⅰ 
 ２年次生を対象に医薬情報教育の一環としての「くすりと情報の実習Ⅰ」を実
施している。特徴は2 年次という早い段階から医薬品情報の重要性を認識して
もらうため、患者症例による問題解決方法を取り入れている点にある。適切な
課題と手法の提示により、情報の収集、評価・加工および提供に関する知識、
技能、態度を修得する。 

ＳＧＤ ＆ ＫＪ法 
テーマ 
「薬害を防ぐための 
医薬品情報の使い方」 

● 特徴ある事前学習（オリジナル性の高いSBO） ●事前学習実施施設 

模擬病院薬局 調剤室 
（錠剤・鑑査） 

模擬病院薬局 調剤室 

（散剤） 

医薬品情報室（DI室） 無菌調製室 

模擬病棟 模擬保険薬局 


